
令和7年度 とうきょう すくわくプログラム活動報告書 

舟渡保育園 

２歳児クラス 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞ 

自然・生き物 

 

＜テーマの設定理由＞ 

園庭や近隣に公園が沢山ある登園の特徴を活かし、「自然・生き物」をテーマとして設定する。 

日頃から園庭や散歩先で虫などの生き物に興味を持って観察していた。また、生き物の図鑑を見て

いている子が多いことから自然や生き物への興味・関心があると判断した。よりその関心を深めた

いという思いからこのテーマを設定した。 

２．活動スケジュール 

５月 お散歩に行った時にコガネムシの幼虫を見つけ、幼虫に興味を持っていたので保育園で育て、

観察した。 

６月 幼虫が死んでしまい、動いてないことを疑問に思った子どもたちがいたので死んでしまったこ

とを分かりやすい言葉で伝え、幼虫とお別れした。 

７月 カブトムシを譲ってもらう話があり、カブトムシを飼い始める。子どもたち自ら図鑑を持って来て、

同じ虫を図鑑の中から探して観察をしていた。 

８月 一人の子どもが、何を食べるのか疑問に思い、他の子ども達から図鑑を見て知った食べ物を

カブトムシにあげてみたいと意見があり、実際にあげた。 

９月 3 歳児クラスと一緒に、マイクロスコープでカブトムシを観察。バナナやスイカ、人参などを食べ

ることが出来るのか子どもたちと調べた。 

卵をたくさん産んだ後にカブトムシが死んでしまった。子どもたちと亡骸を見ながらお礼を言い

土に埋めた。 

１０月 幼虫を触ったり何を食べるのかを子どもたちと一緒に考えたりしがら様子を見守った。  

１２月 どれくらい大きくなったか大きさ観察。糞だらけなので掃除。なんで掃除するのか疑問に思う

子がいた。みんなのお家にうんちがあったらどうかな？と聞いてみると「嫌だ！」「汚いね！」と反

応する声があった。観察した際に「どっちが頭？お尻？」という疑問もあった。図鑑やタブレット

で一緒に調べてみると「こっちが顔だ」発見していた。 

１月 成長に合わせてペットボトルを使用して１匹ずつに分けて飼育していった。 

 

 



３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

カブトムシ小屋、土、餌、虫かご 

 

４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ 

子ども達と一緒に図鑑を見て成長の過程を確認したり、次の成長段階を発見したりし、成長を楽し

みにして過ごした。カブトムシ用のゼリーをあげるだけでなく、子ども達が図鑑で調べた食べ物を実

際に子ども達があげることもした。(スイカとうもろこしバナナなど)マイクロスコープで細部まで観察

をし、子どもたちの反応を写真や映像、発言をメモして記録し、ブログで保護者にも様子を伝えてい

った。メスのカブトムシから卵が産まれ、再び土に返して幼虫になったカブトムシも観察した。その後

は、子どもたちと土をふるいにかけて掃除、定期的に土に霧吹きで水をあげ、減っていった土を増や

したりした。 

その度に幼虫が動き、大きくなっていく様子を日々の中で観察し、成長を喜んだ。                  

 

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞ 

「カブトムシって何を食べるのかな？」「カブトムシはなんで土から出てこないのかな？」と子ども同

士で話していたり保育者に聞いてみたりしている。「どんなお世話をしてみたい？」「カブトムシのお

うちにどんなもの入れてみたい？」と子どもたちと一緒に考えている。子どもたちからバナナやスイカ、

トウモロコシなどをあげてみたいという意見があったので給食で出てきた時に餌としてあげた。食べ

ている様子を子どもたちはじっくり観察していた。 

 

＜活動の様子の写真＞ 

 

  



  

 

５．振り返り 

＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

・マイクロスコープでの観察や土の掃除、幼虫に触れる活動を通して、子どもたちが楽しみなが

ら主体的に関わっていることに気づいた。また、図鑑を使って調べる姿から興味の広がりを感じ、

さらに図鑑を充実させるなど環境構成を工夫する必要があると感じた。 

 

 ・子どもたちは、成虫や幼虫に触れたいという気持ちを抱きながらも、「触ると弱ってしまう」

「死んでしまうかもしれない」ということを理解し、自分たちなりにその思いを抑えながら観察す

る姿が見られた。このことから、生き物に対して優しく接する必要性を感じ取り、行動に移そうと

していることが分かった。 

また、成虫が死んでしまう場面に直面した際には、「どうして動かないのか」「死んでしまったの

か」と疑問をもち、死について自分なりに考えようとする様子が見られた。さらに、「餌をあげた

ら動くのではないか」「水をあげたら元気になるのではないか」といった意見も出され、生き物

の状態を何とか理解しようとする姿勢がうかがえた。 

これらの経験を通して、子どもたちは「死＝動かなくなる」ということを実感として捉え始めるとと

もに、生きている生き物に対してより優しく声をかけたり、見守ったりする姿へと変化していった。

このことから、命の尊さや大切さに気づくきっかけとなっており、本テーマのねらいに沿った学び

が得られたと感じる。 

    


